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前橋市分別収集計画 

令和４年６月１５日  

１ 計画策定の意義 

  

 私たちの住む県都前橋は雄大な赤城山を背景に、市内を流れる美しい清流と、緑豊か

な自然環境に恵まれた北関東の中核都市として発展してきた。 

  この恵まれた自然環境を楽しみ、守り、育て、将来の世代に引き継いでいくためには、

大量生産、大量消費、大量廃棄に支えられた社会経済・ライフスタイルを見直し、３Ｒ

（リデュース：発生抑制、リユース：再使用、リサイクル：再生利用）を推進すること

で、環境負荷をできる限り低減した資源循環型社会を形成していく必要がある。 

  本市では、平成８年 10 月から「ガラスびん・空き缶の分別収集」、平成 10 年 10 月か

ら「ペットボトルの分別収集」、平成 16 年 10 月から「プラスチック製容器包装の分別収

集」、さらに、平成 24 年 10 月から「古紙の分別収集」を開始している。 

  また、平成 12 年３月に、環境への負荷の少ない循環を基調とした持続的発展可能な社

会の構築を目指して、「環境基本条例」を制定し、平成 16 年７月に、恵み豊かな環境を

守り、より良い環境を築き、人と自然が共生する環境文化都市を創造するため、「環境都

市宣言」を行っている。そして、令和３年３月には、令和３２（2050）年までに温室効

果ガスの排出実質ゼロを目指す国内外の動向を踏まえて、「2050 ゼロカーボンシティま

えばし」の実現を表明した。 

  このような背景の中、本計画は、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関

する法律第８条に基づき、一般廃棄物の中で大きな比率を占める容器包装廃棄物を分別

収集するにあたって、循環型社会の実現に向けた市民・事業者・行政のそれぞれの役割

を明確にし、具体的な推進方策を明確にするとともに、関係者が一体となって取り組む

べき方針を示したものである。 

 

 

２ 基本的方向 

   

本計画を実施するに当たっての基本的方向を以下に示す。 

  ・市民・事業者・行政の連携協力による３Ｒの推進 

  ・資源循環型社会の形成に必要な周辺環境に優しい廃棄物処理施設の整備 

・効率的な収集体制の強化 

 

 

３ 計画期間 

 

  本計画の計画期間は令和５年４月を始期とする５年間とし、３年ごとに改定する。 
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４ 対象品目 

 

  本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器（無

色、茶色、その他）、飲料用紙製容器、段ボール、紙製容器包装、ペットボトル、プラス

チック製容器包装を対象とする。 

 

 

５ 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み 

（法第８条第２項第１号） 

（単位：トン） 

 R5 年度 R6 年度 R7 年度 R8 年度 R9 年度 

容器包装廃棄物 18,908.3 18,840.2 18,772.4 18,704.8 18,637.5 

 

 

６ 容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項 

（法第８条第２項第２号） 

 

  容器包装廃棄物の排出の抑制の促進を図るため、以下の方策を実施する。 

(1) 環境教育、啓発活動 

ア 広報紙、ホームページ、ごみ収集カレンダー等を活用した情報提供 

イ 各種イベントでの啓発活動 

ウ 出前講座の開催 

エ 清掃工場見学会の実施 

(2) 市民、事業者との協働 

ア マイバッグ、マイボトル運動の働きかけ 

イ 環境美化推進員制度の活用 

  ごみの減量・リサイクルの推進等、地域環境の美化を市と市民が協働することを

目的に環境美化推進員を設置する。 

ウ 事業者への協力依頼 

物を製造・販売するとき、ワンウェイ容器等の商品を減らすとともに、商品の包

装は必要最小限とするよう、事業者への働きかけを行う。 

(3) リユース食器の利用費補助事業 

イベントでの使い捨て容器のごみを減らすため、繰り返し洗って使える飲食容器（リ

ユース食器）を利用する費用の一部を補助することにより、ごみの発生抑制を進める。 

  ※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和４年度は同制度の運用を停止して

いるが、今後の感染状況に応じて制度を運用していく。 

 

 

 



- 3 - 

７ 分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係

る分別の区分（法第８条第２項第３号） 

 

  最終処分場の残余容量、廃棄物処理施設の整備状況及び再商品化計画等を総合的に勘

案し、分別収集をする容器包装廃棄物の種類を下表左欄のように定める。 

  また、市民の協力度、本市が有する収集機材、選別施設等を勘案し、収集に係る分別

の区分は、下表右欄のとおりとする。 

 

分別収集をする容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分 

主として鋼製（スチール製）の容器 

主としてアルミニウム製の容器 
空き缶 

主としてガラス製の容

器（ほうけい酸ガラス製

及び乳白ガラス製のも

のを除く。） 

無色のガラス製容器 

茶色のガラス製容器 

その他の色のガラス製容

器 

ガラスびん 

主として段ボール製の容器 段ボール 

主として紙製の容器であって飲料を充てんするため 

のもの（原材料としてアルミニウムが利用されてい 

るものを除く。） 

紙パック 

主として紙製の容器包装であって上記以外のもの 雑古紙 

主としてポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）製

の容器であって飲料、しょうゆ等を充てんするため

のもの 

ペットボトル 

主としてプラスチック製の容器包装であって上記以

外のもの 

プラ容器（プラスチック製容器包

装） 
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８ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装

リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み 

（法第８条第２項第４号） 

（単位：トン） 

 
 
   品 目 

開始 

年度 

 
令和５年度 

 
令和６年度 

 
令和７年度 

 
令和８年度 

 
令和９年度 

スチール製容

器 
５ 177.4t 158.7t 142.0t 127.1t 113.7t 

アルミ製容器 ５ 303.2t 290.6t 278.6t 267.0t 256.0t 

無色ガラス製

容器 
５ 

(合計)  

821.9t 

 (合計) 

790.1t 

(合計) 

759.6t 

(合計) 

730.2t 

(合計) 

702.0t 

(容ﾘ協引渡量) 

753.8t 

(独自処理量) 

68.1t 

(容ﾘ協引渡量) 

725.5t 

(独自処理量) 

64.6t 

(容ﾘ協引渡量) 

698.3t 

(独自処理量)  

61.3t 

(容ﾘ協引渡量) 

672.1t 

(独自処理量) 

58.1t 

(容ﾘ協引渡量) 

646.9t 

(独自処理量) 

55.1t 

茶色ガラス製

容器 
５ 

(合計)  

568.9t 

 (合計)  

542.8t 

(合計) 

517.9t 

(合計) 

494.1t 

(合計)   

471.3t 

(容ﾘ協引渡量) 

519.9t 

(独自処理量) 

49.0t 

(容ﾘ協引渡量) 

496.3t 

(独自処理量) 

46.5t 

(容ﾘ協引渡量) 

473.7t 

(独自処理量) 

44.2t 

(容ﾘ協引渡量) 

452.2t 

(独自処理量) 

41.9t 

(容ﾘ協引渡量) 

431.6t 

(独自処理量) 

39.7t 

その他のガラ

ス製容器 
５ 

(合計) 

398.9t 

 (合計)   

393.5t 

(合計)  

388.1t 

(合計)     

383.0t 

(合計) 

378.0t 

(容ﾘ協引渡量) 

369.6t 

(独自処理量) 

29.3t 

(容ﾘ協引渡量) 

365.7t 

(独自処理量) 

27.8t 

(容ﾘ協引渡量) 

361.8t 

(独自処理量) 

26.3t 

(容ﾘ協引渡量) 

358.0t 

(独自処理量) 

25.0t 

(容ﾘ協引渡量) 

354.2t 

(独自処理量) 

23.8t 

紙パック ５ 19.6t 18.1t 16.7t 15.5t 14.3t 

段ボール ５ 2,635.1t 2,625.6t 2,616.1t 2,606.7t 2,597.3t 

紙製容器包装

（紙パックを

除く。） 

５ 

(合計) 

233.7t 

 (合計) 

232.8t 

(合計) 

232.1t 

(合計) 

231.6t 

(合計) 

231.3t 

(容ﾘ協引渡量)  

    t 

(独自処理量) 

233.7t 

(容ﾘ協引渡量)  

    t 

(独自処理量) 

232.8t 

(容ﾘ協引渡量) 

    t 

(独自処理量) 

232.1t 

(容ﾘ協引渡量)  

    t 

(独自処理量) 

231.6t 

(容ﾘ協引渡量)    

  t 

(独自処理量) 

231.3t 

ペットボトル ５ 

(合計) 

955.3t 

 (合計) 

970.7t 

(合計) 

986.3t 

(合計) 

1,002.3t 

(合計)  

1,018.5t 

(容ﾘ協引渡量) 

908.8t 

(独自処理量) 

46.5t 

(容ﾘ協引渡量) 

922.7t 

(独自処理量) 

48.0t 

(容ﾘ協引渡量) 

936.8t 

(独自処理量) 

49.5t 

(容ﾘ協引渡量) 

951.2t 

(独自処理量) 

51.1t 

(容ﾘ協引渡量) 

965.8t 

(独自処理量)  

52.7t 

その他のプラ
スチック製容
器包装 

５ 

(合計) 

1,905.2t 
 (合計) 

1,962.9t 
(合計) 

2,022.3t 
(合計)    

2,083.6t 
(合計)  

2,146.6t 

(容ﾘ協引渡量) 

1,905.2t 

(独自処理量) 

     t 

(容ﾘ協引渡量) 

1,962.9t 

(独自処理量) 

     t 

(容ﾘ協引渡量) 

2,022.3t 

(独自処理量)  

    t 

(容ﾘ協引渡量) 

2,083.6t 

(独自処理量) 

     t 

(容ﾘ協引渡量) 

2,146.6t 

(独自処理量)  

    t 

 
 
 

 
うち白 
色ﾄﾚｲ 

 
 
 

(合計)  
           t 

 (合計)  
          t 

(合計) 

           t 
(合計) 

         t 
(合計) 

           t 

(容ﾘ協引渡量)  

    t 

(独自処理量) 

     t 

(容ﾘ協引渡量)  

    t 

(独自処理量) 

     t 

(容ﾘ協引渡量) 

    t 

(独自処理量)  

    t 

(容ﾘ協引渡量)  

    t 

(独自処理量) 

     t 

(容ﾘ協引渡量)    

  t 

(独自処理量)  

    t 
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９ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装

リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法 

 

  分別基準適合物ごとの過去数年間の収集実績、ごみの中の含有量、将来人口推計及び

市民の分別への協力率等を踏まえて算定した。 

 

特定分別基準適合物等の量の見込み 

  ＝ 直近年度（令和３年度）の特定分別基準適合物等の収集実績×人口変動率・・・① 

   実績量との乖離を最小限にするため、①に平成２８年度から令和３年度までの品目ごとの伸

び率の平均を乗じて算出した。 

  ※ その他の紙製容器包装は「雑古紙」という品目に含めて収集しているため、雑古紙の分別

収集量の見込みを上記算定方法で算出後、環境省が平成２８年度から令和３年度に行った一

般廃棄物の組成調査の結果から得られた容器包装廃棄物の比率の平均値（2.74％）を用いて

算定 
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10 分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第８条第２項第５号） 

 

分別収集は、現行の収集体制を活用して行う。 

なお、現在、自治会等の団体が実施している有価物集団回収も並行して行う。 

 

容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分 収集・運搬段階 
選別・保管等段

階 

金

属 

スチール製容器 
空き缶 

直営及び委託業

者による指定日

回収 

市 

アルミ製容器 

ガ

ラ

ス 

無色のガラス製容

器 

ガラスびん 
選別：委託業者 

保管：市 

茶色のガラス製容

器 

その他の色のガラ

ス製容器 

紙

類 

段ボール 段ボール 
委託業者による

指定日回収 
古紙問屋 

飲料用紙製容器 紙パック 
委託業者による

指定日回収 
古紙問屋 

その他の紙製容器

包装 
雑古紙 

委託業者による

指定日回収 
古紙問屋 

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク 

ＰＥＴ製容器 ペットボトル 

直営及び委託業

者による指定日

回収 

選別：委託業者 

保管：市 

その他のプラスチ

ック製容器包装 

プラ容器（プラスチッ

ク製容器包装） 

選別：委託業者 

保管：市 
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11 分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第８条第２項第６号） 

 

 空き缶、ガラスびん、ペットボトル、プラ容器については、現行の処理施設で選別、圧

縮、保管を行う。 

 なお、紙パック、段ボール、雑古紙については、古紙問屋へ直接搬入する。 

  

分別収集する容器 

包装廃棄物の種類 

収集に係る 

分別の区分 
収集容器 収集車 中間処理 

スチール製容器 
空き缶 指定ごみ袋 パッカー車 

粗大ごみ 

処理施設 アルミ製容器 

無色のガラス製容

器 

ガラスびん 
プラスチック 

コンテナ 

平ボディー改

造車（びん収集

車） 

びん選別 

処理施設 

茶色のガラス製容

器 

その他の色のガラ

ス製容器 

段ボール 段ボール 
ひもでしばる 

平ボディー車

又はパッカー

車 

古紙問屋 

飲料用紙製容器 紙パック 

その他の紙製容器

包装 
雑古紙 

紙 袋 又 は 透

明・半透明の

袋 

ＰＥＴ製容器 ペットボトル 指定ごみ袋 パッカー車 
ペットボトル 

選別処理施設 

その他のプラスチ

ック製容器包装 

プラ容器（プラ

スチック製容

器包装） 

指定ごみ袋 パッカー車 
粗大ごみ 

処理施設 
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12 その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項 

 

  容器包装廃棄物の資源化を促進するため、以下の取組を進める。 

(1) 有価物集団回収事業の拡充 

自治会等の団体が実施している有価物集団回収を促進するため、奨励金交付等の支

援を行う。 

(2) 拠点回収事業の推進 

有価物集団回収を補完する事業として、市内各所に「リサイクル庫」を設置してい

るが、継続的な周知を行うことで更なる拠点回収の推進を図る。 

(3) 市民・事業者・行政の協働 

市民・事業者・行政の役割を明確にし、三者が一体となって３Ｒを推進する。 

(4) 啓発活動の充実 

分別収集への協力（適切な排出方法等）や容器包装廃棄物の排出抑制について、あ

らゆる機会・手段を使って啓発活動を行う。 


